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議 会だよりしらぬか h i r a n u k a

待望の新 消防庁 舎に 16 億円
［ 予 算 審 査 特 別 委 員 会 ］　

春笑一刻値千金

スポーツ 助 成 条 例 等 は 適 用
拡 大 が 必 要 　 ほ か２件

子ど もたち の 頑 張りが
泣 ける ほど 嬉し い

［ ア ントキノシ ツ ギ］　

［ 傍 聴 席 か ら］　 古 場 菜 月 さん 　



   平成 31 年度の一般会計当初予算は、子育て施策への支援を
継続しつつ、基本設計等を行っていた消防庁舎の改築にかか
る建設予算 16 億 5488 万円を計上し、過去最大となる 115 億
2800 万円となりました。
　新年度予算について審査した予算審査特別委員会（３月11 日
から13 日にかけて開催）での主な質疑をお知らせします。

（予算の内容は３月 25 日発行の町広報をご覧ください）

消
防
庁
舎
に
16
億
円

平成 31 年度一般会計予算
過去最大 115 億円

問
西
庶
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
備
品
が
古
い
。
更

新
計
画
は
あ
る
か
。

答
か
な
り
老
朽
化
し
て
お
り
、

今
後
計
画
的
に
入
れ
替
え
を

行
い
た
い
。

問泊別集会所の解体時期はい
つになるのか。
答５月の 連 休 明けに入札し、
その後に期間を決定する。

問改築する鉄北集会所の大き
さは？　また木材はどれほど
使用するのか。
答使用実態に合わせて現在の
196 平方メートルから 130 平
方メートルに縮小する。
　木造の平屋建てで、極力地
域材を使用したい。

問
中
学
校
と
高
校
の
間
の
道
路
改
良

に
つ
い
て
、
歩
道
の
改
良
は
行
わ
な

い
の
か
。

答
車
道
の
み
を
計
画
し
て
い
る
が
、

歩
道
の
現
状
も
確
認
し
て
お
り
今
後

改
良
を
検
討
し
た
い
。

問
橋
北
か
ら
和
天
別
に
続
く
振
内
線
の
完

成
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

答
計
画
で
は
平
成
32
年
度
に
完
了
す
る
予

定
だ
が
、
国
の
補
助
金
配
分
が
要
望
に
対

し
て
３
割
か
ら
４
割
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
だ
と
平
成
35
年
頃
に

な
る
。

問庶路の跨線橋の工事内容は。
答 30 年度にＪＲと協定を結び、31 年度に補修工
事を実施。橋脚２基を残して階段部分等は全て入
れ替えを予定している。
ＪＲ敷地内の工事はＪＲに対して町が負担金を支
出して実施する。※西庶路跨線橋については庶路
跨線橋の工事が終了後。

問白糠の跨線橋の工事について、白糠 駅
舎の改築との兼ね合いはどうなるのか。
答 31 年度は委 託設計で、実 施時期につ
いてはその数年後になる。階段部分の腐
食がひどく、駅舎の建て替えまでに持たな
い可能性があることから、補修を計画して
いる。

道 路 ・ 施 設 整 備

待
望
の

新
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問
環
境
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
、
実
態

と
し
て
環
境
被
害
が
あ
る
の
か
。
も
う

そ
の
よ
う
な
時
代
で
は
な
い
。

答
旧
処
分
場
か
ら
飛
散
す
る
ゴ
ミ
を
町

内
会
で
処
理
し
て
い
る
。
見
直
し
に
つ

い
て
は
過
去
か
ら
の
経
過
も
あ
り
、
当

時
と
状
況
は
変
化
し
て
い
る
が
も
う
少

し
時
間
を
も
ら
い
た
い
。

問ウレシパチセの使 用、 特に調
理室について、アイヌの方ばかり
ではなく、 もう少し門戸を開い
てはどうか。
答アイヌ協会と協議検討してい
きたい。

問
婚
活
事
業
を
開
始
す
る

よ
う
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
な
の
か
。

答
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
へ
の

助
成
を
考
え
て
い
る
が
、
実

際
に
や
る
事
業
は
実
行
委
員

会
を
組
成
し
て
そ
の
中
で
や

る
こ
と
に
な
る
。

　

町
内
の
男
性
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
町
内
お
よ
び
町
外

の
女
性
と
の
出
会
い
の
場
を

年
間
２
回
ほ
ど
実
施
し
た
い
。

時
期
は
９
月
か
ら
11
月
頃
を

予
定
し
て
い
る
。

問
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始
ま
る
が
、
す

べ
て
の
コ
ン
ビ
ニ
が
対
象
に
な
る

の
か
。
い
つ
か
ら
開
始
す
る
の
か
。

答
町
内
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
全
国
の
主

要
な
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
が
可
能
。
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
４
月
以
降
に
発
行
す

る
納
付
書
か
ら
利
用
で
き
る
。

問２台予定している防犯カメラはど
こに設置するのか。
答栄橋付近と庶路２号橋付近。いず
れも民家がとだえて薄暗くなる場所。
その他の増設については今後費用対
効果等を考えて検討する。

問
新
し
い
消
防
庁
舎
の
屋

上
は
避
難
場
所
に
な
る

の
か
。
津
波
が
き
た
と
き
に

や
り
す
ご
せ
る
く
ら
い
の
構

造
物
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
３
階
に
会
議
室
が
三
つ
あ

り
、
そ
こ
を
一
時
避
難
所
と

す
る
。さ
ら
に
屋
外
に
も
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て
避
難
場
所
を

用
意
し
て
い
る
。
電
気
関
係

も
屋
上
に
設
置
し
、
高
さ
は

役
場
の
３
階
と
同
じ
く
ら
い

に
な
る
。

問
２
月
３
日
に
橋
北
地
区
に

お
い
て
夜
間
の
避
難
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
が
、
他
の
地
区

で
も
今
後
実
施
す
る
の
か
。

答
具
体
的
な
予
定
は
な
い

が
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き

た
い
。

問更新する小型動力ポンプ付
水槽自動車の大きさ等は。
答現在のものよりも１メートル
ほど長い。9 メートル 30 セン
チ。22トン車。

利 便 性

補 助 ・ 助 成

防 災・ 防 犯
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除
雪
を
行
っ
て
い
る
。
費
用
等
含
め

て
除
雪
時
期
を
検
討
し
た
い
。

　

公
共
施
設
等
の
改
修
資
金
を
積
み

立
て
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
事
業
の
資
金
を
積
み

立
て
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
よ
り
創
設
さ
れ
る

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
を
管
理
す
る

た
め
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
条

件
等
を
変
更
す
る
た
め
に
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

　

旧
庶
路
保
育
園
舎
並
び
に
幼
稚
園

舎
跡
地
を
無
償
譲
渡
の
対
象
地
に
加

え
る
た
め
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

逍
遥
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
管
理
・
運
営
す

る
た
め
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
、
超
過
勤
務

命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
の

上
限
を
規
則
で
定
め
る
た
め
に
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
自

己
啓
発
等
休
業
の
対
象
と
な
る
教
育

施
設
を
変
更
す
る
た
め
に
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
支

援
員
の
基
準
を
変
更
す
る
た
め
に
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
伴
い
、
水

道
布
設
工
事
監
督
者
等
の
基
準
を
変

更
す
る
た
め
に
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

釧
路
産
炭
地
域
総
合
発
展
基
金
が

平
成
30
年
度
末
を
も
っ
て
白
糠
町
の

助
成
対
象
額
が
取
り
崩
さ
れ
、
以
後
、

本
町
で
の
当
該
基
金
を
活
用
し
た
事

業
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
条
例
を

廃
止
し
ま
し
た

問
こ
の
条
例
に
か
わ
る
よ
う
な
制
度

等
を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
か
。

答
新
た
な
助
成
金
事
業
を
創
設
す
る

予
定
。

　　　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
関
係
予
算
で
12
億

円
、
除
雪
経
費
で
４
０
０
０
万
円
、

バ
ス
路
線
の
維
持
対
策
で
１
０
６
３

万
７
千
円
、
肉
用
牛
管
理
業
務
で
２

３
１
万
３
千
円
、
道
営
草
地
整
備
事

業
負
担
金
で
１
２
５
０
万
円
、
荷
さ

ば
き
施
設
等
改
築
事
業
補
助
金
で
２

５
７
８
万
７
千
円
、
消
防
団
救
助
用

資
機
材
の
整
備
で
３
９
３
万
１
千
円
、

用
地
取
得
で
１
億
１
３
８
４
万
３
千

円
等
、
合
計
19
億
３
９
１
万
１
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
１
４
億

５
５
３
４
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

問
暁
墓
地
が
除
雪
さ
れ
て
い
な
い
。

一
人
で
も
お
墓
参
り
を
す
る
人
が
い

る
の
な
ら
除
雪
す
べ
き
。

答
町
内
会
か
ら
の
要
請
等
に
よ
り
利

用
頻
度
が
多
い
と
こ
ろ
は
正
月
等
も

除
雪
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
は
彼
岸
の
時
期
の
み

質
疑
・
答
弁

◆
寄
付
者
に
感
謝
、
ふ
る
さ
と　
　

　
納
税
12
億
円
を
補
正

◇
除
雪
経
費

例定 会
一第 回

　平成 31 年第１回定例会は３月５日に開会し、
特別委員会を挟んで同 13 日に閉会しました。
　初日は町政執行方針、教育行政方針、一般
質問を行いました。２日目は補正予算と条例改正
等、３日目は新年度予算の審査を特別委員会に
付託し、最終日は付託した予算案を可決、その
ほか条例改正等を審議・可決し閉会しました。

30
年
度
補
正
予
算　

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に　

　
関
す
る
条
例

◆
新
産
業
創
造
等
事
業
促
進
条
例

条

例

の

改

正

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に　

　
関
す
る
条
例

◆
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

　
す
る
条
例

◆
水
道
布
設
工
事
監
督
者
等
に
関　

　
す
る
条
例

◆
森
林
基
金
条
例

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

　
る
条
例

◆
定
住
宅
地
の
無
償
譲
渡
に
関
す　

　
る
条
例

◆
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び
管　

　
理
に
関
す
る
条
例

条

例

の

廃

止

質
疑
・
答
弁

条

例

の

制

定

◆
公
共
施
設
等
整
備
基
金
条
例

◆
太
陽
の
手
子
育
て
基
金
条
例
の

　
制
定
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管
理
経
費
の
縮
減
等
を
目
的
と
し

て
、
各
地
域
の
14
集
会
施
設
及
び
ウ

レ
シ
パ
チ
セ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
、
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を

各
町
内
会
等
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
朝
日
団
地
の
住
宅
除
却

に
伴
い
、
町
道
の
終
点
位
置
等
の
認

定
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
既
存
の

町
道
路
線
を
廃
止
し
、
新
た
に
路
線

を
認
定
し
ま
し
た
。

　

前
委
員
の
逝
去
に
よ
り
補
欠
委
員

と
し
て
新
た
に
承
認
し
ま
し
た
。

・
外
崎　

冨
則　

氏

　

前
教
育
長
の
逝
去
に
よ
り
教
育
長

と
し
て
新
た
に
同
意
し
ま
し
た
。

・
川
島　

眞
澄　

氏

挨
拶
（
抜
粋
）

「
こ
の
度
、
白
糠
町
議
会
の
皆
様
の

ご
承
認
を
頂
き
、
教
育
長
を
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
川
島
眞
澄

と
申
し
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
二
月
に
急
逝
さ
れ

ま
し
た
、
板
谷
前
教
育
長
様
の
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
私
は
、
平
成
二

十
五
年
四
月
よ
り
三
年
間
に
わ
た
り
、

板
谷
前
教
育
長
の
も
と
、
指
導
室
長

と
し
て
仕
え
、
公
私
と
も
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
い
ず
れ
の
時
に
も
、
町
民

の
皆
様
、
そ
し
て
議
会
並
び
に
議
員

の
皆
様
に
は
温
か
く
ご
指
導
い
た
だ

き
、
現
在
の
私
が
あ
る
の
も
白
糠
町

の
皆
様
の
お
か
げ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
そ
の
ご
恩
を
お
返
し
す

る
べ
く
、
町
の
た
め
、
町
民
の
皆
様

の
た
め
に
心
身
を
尽
く
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

板
谷
前
教
育
長
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
全
国
に
誇
れ
る
町
の
教
育
を
目

指
し
、
全
身
全
霊
を
持
っ
て
職
務
に

専
念
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
」

　

外
国
語
指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
孔

祥
惠
（
コ
ン
シ
ャ
ン
フ
ォ
イ
）
さ
ん

が
２
年
間
の
任
期
を
終
え
て
離
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
に
あ
る
全
て
の
学
校
に
お
い

て
、
中
国
語
は
も
と
よ
り
、
母
国
中

国
の
風
俗
、
習
慣
、
文
化
な
ど
の
紹

介
も
含
め
、
そ
の
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

町
内
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
と
の
交

流
を
行
い
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
も

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

孔
さ
ん
は
、
中
国
江
蘇
省(

こ
う

そ
し
ょ
う)

の
ふ
る
さ
と
に
戻
り
親

孝
行
に
励
ん
だ
の
ち
、
再
び
日
本
語

の
力
を
生
か
せ
る
仕
事
に
就
く
こ
と

を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職

し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
鎌
田
議
員
と

山
吉
議
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ケイレブさん

町
道
の
廃
止
等

議

員

表

彰

コミュニティホール

指

定

管

理

者

◇
大
秋
集
会
所
ほ
か
17
施
設
の
指

　
定
管
理
者
の
指
定

◇
西
庶
路
朝
日
１
号
通
り
の
廃
止

　
及
び
認
定

委

員

の

承

認

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
補

　
欠
委
員

教
育
長
の
同
意

◆
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
の　

　
同
意

行

政

報

告

◆
Ａ
Ｌ
Ｔ  

孔
祥
惠
さ
ん
の
離
任

川島  新教育長

孔祥惠さん

山吉議員 鎌田議員

議会だよりしらぬか　144 号5



Ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ

F
u
k
u
c
h
i

小
野
議
員
ほ
か
４
名
が
13
件
17
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問 

～ 

１
人
90
分
以
内
で
、
町
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

タクシー事業について
　　　　　　　　　外２件

５  福地　裕行 議員

２  中村　仁志 議員

環境衛生について　　　　　　　　
　　　　　　　　　外２件

新規就農者支援制度について　　　　
　　　　　　　　　外２件

３  中河　敏史 議員 １  小野　キサ 議員

脳ドックについて　　　　
　　　　　　　　外１件一

般

質

問

会計年度任用職員制度につ
いて　　　　　　　外１件

４  鎌田　民子 議員

K
a
m
a
d
a

O

n

o

N
a
k
a
m
u
r
a

議会だよりしらぬか　144 号 6



問
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
40
～

74
歳
）
に
対
す
る
、
特
定
健
康
診

査
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
追

加
さ
れ
た
脳
ド
ッ
ク
検
査
の
実
績

と
検
査
結
果
を
伺
う
。

答
脳
ド
ッ
ク
検
査
は
、
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
向
上
を
目
的
と
し

た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
あ
る
。

　

来
年
度
は
町
民
の
関
心
の
高
さ

か
ら
希
望
者
が
多
く
、
医
療
機
関

の
協
力
を
頂
き
、
50
名
の
予
定
の

と
こ
ろ
95
名
の
受
診
と
な
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
21
名
が
新
規
の
特
定

健
康
診
査
の
受
診
者
で
受
診
率
向

上
の
成
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。　

　

検
査
結
果
で
要
精
密
検
査
者
は

49
名
中
13
名
（
40
～
69
歳
）、
46

名
中
18
名
（
70
～
74
歳
）
で
病
気

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
と
考
え
る
。

問
平
成
31
年
以
降
の
取
り
組
み
の

考
え
を
伺
う
。

答
多
く
の
町
民
が
受
診
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る

が
、
特
定
健
康
診
査
と
脳
ド
ッ
ク

を
合
わ
せ
て
受
診
で
き
る
医
療
機

関
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
医
療

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
診
体
制

の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

平
成
31
年
度
の
募
集
は
平
成
30

年
度
の
受
診
者
を
対
象
外
と
し
、

１
２
０
名
を
予
定
し
て
い
る
。

問
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外
の

者
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

答
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
脳
ド
ッ

ク
検
査
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
や

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

点
か
ら
も
、
多
く
の
方
が
受
診
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
や

人
数
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
２
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度

以
降
の
受
診
状
況
や
検
診
体
制
等

を
検
証
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問
要
精
密
検
査
結
果
か
ら
も
、
年

齢
と
共
に
検
診
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め

に
も
特
に
後
期
高
齢
者
の
受
診
が

出
来
る
よ
う
人
数
枠
拡
大
に
力
を

入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺

う
。

答
高
齢
者
の
健
康
維
持
を
願
い
、

平
成
31
年
以
降
の
状
況
・
体
制
等

を
検
証
し
な
が
ら
目
的
で
あ
る
受

診
率
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
て
種
々
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
成
果
は
上
が
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
関
心
が
高
く
受
診
希

望
者
の
多
い
状
況
か
ら
考
え
て
、

今
後
各
種
が
ん
検
診
と
脳
ド
ッ
ク

を
複
合
的
健
康
診
査
と
す
る
こ
と

が
、「
が
ん
検
診
」
の
受
診
率
向

上
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

答
各
種
が
ん
検
診
は
、
集
団
検
診

と
併
せ
て
、
地
区
・
回
数
増
・
土

曜
・
日
曜
な
ど
受
診
し
や
す
い
工

夫
や
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
向
上
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
現
在
脳
ド
ッ
ク
検
査
と

各
種
が
ん
検
診
を
複
合
的
に
実
施

で
き
る
医
療
機
関
が
な
い
状
況
の

た
め
、
受
診
率
の
向
上
に
向
け

て
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
治
療
す

る
の
で
は
な
く
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
検
診
の
大
切
さ

の
周
知
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
み

理
解
を
深
め
て
い
く
。

問
今
後
の
取
り
組
み
の
具
体
的
対

策
を
伺
う
。

答
早
期
発
見
の
大
切
さ
を
周
知
す

る
た
め
に
、
国
民
の
４
人
に
１
人

が
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
死
亡

な
ど
の
情
報
発
信
や
健
康
教
室
の

開
催
、
ま
た
保
健
推
進
員
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
町
内
会
・
各
種
団

体
・
事
業
所
な
ど
に
出
向
き
大
切

さ
を
説
明
す
る
こ
と
や
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

町

脳ドックの現況と今後の
取り組みは

平成 31 年度も実施町

「
が
ん
検
診
」
の
状
況
は

受
診
率
向
上
を
め

ざ
す

町

議
員

小
野　

キ
サ

k
i
s
a

O

n

o
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問
今
後
、
旧
庶
路
小
学
校
の
跡
地

を
利
用
す
る
の
か
。
ま
た
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
リ
ン
ク
の
設
置
に
つ

い
て
伺
う
。

答
跡
地
に
つ
い
て
は
、
更
地
に
な

る
予
定
で
あ
り
、
他
の
教
育
施
設

等
の
用
地
と
し
て
利
活
用
す
る
考

え
は
な
い
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、

普
通
財
産
に
引
き
継
ぐ
方
向
で
事

務
を
取
り
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
庶
路
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に

つ
い
て
は
、
町
か
ら
教
育
委
員
会

に
対
し
て
事
務
委
任
さ
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
管
理
し
て
い

る
。
庶
路
学
園
か
ら
の
距
離
的
な

事
や
後
の
管
理
が
し
づ
ら
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
、
学
校
付
近
の

土
地
は
、
公
認
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

の
面
積
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
す
る
こ

と
も
検
討
し
た
が
、
春
に
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
乾
き
づ
ら
い
た
め
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
支
障
が
出
る

こ
と
か
ら
、
新
た
な
設
置
に
つ
い

て
は
断
念
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

昭
和
52
年
の
設
置
か
ら
41
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
施
設

機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
改
修
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
し
か
る
べ
き
時
に
廃
止
を
考

え
て
い
る
。

問
屋
外
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、

九
州
北
部
豪
雨
や
西
日
本
豪
雨
と

い
っ
た
大
雨
災
害
で
町
民
に
速
や

か
な
情
報
提
供
が
出
来
な
か
っ
た

反
省
が
あ
る
。
ま
た
道
内
で
も
16

年
の
連
続
台
風
の
際
、
帯
広
市
な

ど
で
雨
音
や
増
水
し
た
川
の
ご
う

音
に
よ
っ
て
広
報
車
か
ら
の
避
難

指
示
が
か
き
消
さ
れ
情
報
伝
達
の

在
り
方
が
課
題
に
な
っ
た
。

　

ま
た
地
震
避
難
情
報
も
同
じ
と

思
う
が
、
今
こ
そ
確
実
な
情
報
伝

達
に
戸
別
受
信
機
が
必
要
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

答
現
在
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
40
基
を
整
備
し

て
い
る
。
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け

で
は
十
分
に
伝
わ
ら
ず
、
気
象
条

件
や
気
密
性
の
高
い
建
物
内
で
は
、

全
国
的
に
聞
こ
え
づ
ら
い
と
い
う

課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

正
確
な
情
報
を
速
や
か
に
伝
達

す
る
屋
内
と
屋
外
、
双
方
の
伝
達

設
備
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
な
の

で
、
戸
別
受
信
機
の
低
廉
化
や
機

能
改
善
を
鑑
み
、
現
在
、
導
入
危

機
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
段
階
な
の
で
、
速
や
か
に
進
め

る
こ
と
と
し
た
い
。

問
最
近
、
高
齢
者
世
帯
の
方
か
ら

ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
ご
み

袋
を
小
さ
い
サ
イ
ズ
に
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

の
検
討
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
た
な
原
版
の
版
代
が
加
算
さ

れ
る
た
め
、
現
在
の
35
リ
ッ
ト
ル

の
袋
よ
り
新
た
な
サ
イ
ズ
（
小
さ

い
サ
イ
ズ
）
の
袋
の
方
が
販
売
価

格
が
高
く
な
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

ご
み
処
理
料
金
を
加
算
し
な
い
袋

で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
今
一
度
、

白
糠
町
環
境
衛
生
会
な
ど
の
各
種

団
体
へ
の
聞
き
取
り
等
に
よ
り
町

民
皆
様
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

新
た
な
サ
イ
ズ
の
指
定
袋
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
の
ご
み
袋
の

検
討
結
果
に
つ
い
て

新
た
な
サ
イ
ズ
の
指
定
袋
の
検
討
を

し
て
い
く

町

戸
別
受
信
機
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が

導
入
機
器
の
選
定
に

つ
い
て
検
討
中

町

h i t o s h i

議員中 村 　 仁 志 議員
N a k a m u r a

旧
庶
路
小
学
校
の
跡
地
利

用
と
リ
ン
ク
に
つ
い
て

跡
地
利
用
は
し
な
い

リ
ン
ク
は
廃
止

町

旧庶路小学校スケートリンク

戸別受信機
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問
白
糠
町
に
は
新
規
就
農
者
支
援

制
度
が
無
い
、
釧
路
管
内
で
は
釧

路
町
を
除
く
一
市
五
町
村
が
制
定

し
て
お
り
、
わ
が
町
で
も
迅
速
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

答
農
業
の
新
規
就
農
者
に
対
す
る

支
援
は
国
の
制
度
を
最
大
限
に
活

用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
進
め

て
い
る
が
、
将
来
を
見
据
え
、
地

域
を
あ
げ
て
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

31
年
度
に
向
け
新
規
就
農
者
支

援
制
度
を
創
設
し
、
農
業
経
営
に

意
欲
を
持
っ
た
方
が
就
農
し
や
す

い
よ
う
に
態
勢
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　

内
容
は
「
新
規
就
農
者
支
援
事

業
」
と
し
、次
の
５
項
目
と
す
る
。

１　

新
規
就
農
者
に
対
す
る
経
営

　
　

支
援

２　

施
設
整
備
等
に
対
す
る
支
援

３　

農
地
の
取
得
若
し
く
は
賃
貸　

　
　

借
に
対
す
る
支
援

４　

住
宅
の
家
賃
に
対
す
る
支
援

５　

農
業
実
習
生
の
受
け
入
れ
に

　
　

対
す
る
支
援

　

農
業
の
担
い
手
対
策
は
喫
緊
の

課
題
か
ら
関
係
機
関
と
も
連
携
を

図
り
、
既
存
の
農
家
も
含
め
た
総

合
的
な
支
援
の
構
築
に
努
め
る
。

問
現
在
町
内
に
お
い
て
、
共
同
経

営
に
よ
る
大
規
模
な
畜
産
施
設
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
合
同

会
社
Ｆ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
に
適
用
し
た

助
成
措
置
等
が
必
要
で
あ
る
。

答
町
内
の
酪
農
家
４
戸
が
農
業
法

人
を
設
立
し
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
地
に
お
い
て
、
平
成
31
年

度
、
32
年
度
の
２
カ
年
で
町
内
最

大
規
模
と
な
る
酪
農
施
設
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
現
状
で
は
事
業

採
択
に
む
け
、
釧
路
丹
頂
農
協
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
推
進
に

努
め
て
い
る
。

　

酪
農
施
設
を
建
築
す
る
農
業
法

人
に
つ
い
て
は
地
域
農
業
の
永
続

性
の
確
保
、
雇
用
創
出
、
後
継
者

や
新
規
就
農
者
の
研
修
牧
場
な
ど

地
域
の
モ
デ
ル
農
場
と
な
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
と
の
こ
と
、

地
域
全
体
の
農
業
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
が
具
体
化
し
た
際
に
は
釧

路
丹
頂
農
協
と
検
討
を
重
ね
て
い

く
。

問
わ
が
町
は
事
あ
る
た
び
に
一
次

産
業
の
振
興
と
再
興
を
掲
げ
て
き

た
。
農
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

施
策
を
を
行
っ
て
き
た
の
か
、
ま

た
、
成
果
は
。

答
農
業
施
策
は
国
、
道
の
政
策
に

呼
応
し
て
の
支
援
の
ほ
か
、
町
独

自
の
支
援
制
度
を
構
築
し
て
き

た
。

　

主
な
も
の
は
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
事
業
等
、
堆
肥

の
有
効
活
用
、
鳥
獣
被
害
対
策
な

ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た

め
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

明
渠
排
水
の
維
持
管
理
で
は
事

業
費
の
25
パ
ー
セ
ン
ト
、
家
畜
糞

尿
処
理
施
設
の
整
備
を
実
施
し
た

農
業
者
に
対
し
負
担
25
パ
ー
セ
ン

ト
の
う
ち
10
パ
ー
セ
ン
ト
を
支

援
、
道
営
草
地
整
備
事
業
で
は
暗

渠
排
水
整
備
に
対
し
自
己
負
担
25

パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
８
・
75
パ
ー

セ
ン
ト
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り

生
産
基
盤
の
整
備
の
促
進
や
農
業

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て
き

た
。

　

町
の
政
策
で
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
対
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
３
年
間
で
総
額
５
０
０
０

万
円
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
作
業

効
率
の
向
上
、
経
営
の
合
理
化
が

図
ら
れ
乳
量
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

酪
農
の
持
続
的
な
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

野
菜
生
産
の
振
興
で
は
、
白
糠

町
野
菜
生
産
組
合
へ
の
支
援
を
は

じ
め
、
農
業
支
援
員
の
任
用
や
農

地
の
確
保
な
ど
の
体
制
づ
く
り
も

行
い
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
野
菜
生
産
農
家
へ
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

農業支援策は

総合的な支援の構築に努める町

大
規
模
畜
産
施
設
へ
の
助

成
が
必
要

農
協
と
検
討
を
重
ね

て
い
く

町

農
業
へ
は
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
き
た
か

町
独
自
の
支
援
策
も

構
築
し
て
き
た

町

議
員

中
河　

敏
史

N
a
k
a
g
a
w
a

t
o
s
h
i
f
u
m
i

議会だよりしらぬか　144 号9

一般質問



げ
す

規
）
は
、
平
成
29
年
度
実
績
で
議

会
議
員
を
除
く
特
別
職
非
常
勤
職

員
は
２
２
４
人
、
一
般
職
非
常
勤

職
員
１
０
９
人
の
合
計
３
３
３

人
。
（
職
種
別
人
数
は
別
表
）

問
恒
常
的
に
公
務
を
行
っ
て
い
る

非
常
勤
職
員
は
、
行
政
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
当
面
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

答
６
月
～
７
月
に
か
け
て
制
度
内

容
を
説
明
し
、
条
例
制
定
は
９
月

頃
を
予
定
し
て
い
る
。

問
賃
金
や
待
遇
が
悪
く
な
る
の
で

は
と
の
懸
念
や
不
安
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
職
種
で
あ
っ

て
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

答
現
在
の
非
常
勤
職
員
が
制
度
移

行
に
な
っ
て
も
不
利
益
が
生
じ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
適
切
に
対
応
す

る
。

問
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
等
の

向
上
を
は
か
る
機
会
と
し
て
の
新

た
な
財
源
は
国
が
責
任
を
持
つ
よ

う
要
請
す
べ
き
。

答
増
加
費
用
の
財
源
手
当
は
国
が

検
討
し
て
い
る
。
交
付
税
措
置
に

つ
い
て
も
働
き
か
け
を
す
る
。

問
処
遇
改
善
と
し
て
期
末
手
当
支

給
、
退
職
金
等
は
ど
う
な
る
。

答
期
末
手
当
支
給
は
職
種
に
よ
っ

て
変
わ
り
、
自
治
体
の
判
断
と
な

る
。
退
職
金
は
、
正
職
員
と
一
緒

の
考
え
に
立
て
ば
市
町
村
の
退
職

手
当
組
合
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　

各
自
治
体
の
考
え
方
も
あ
り
、

そ
れ
ら
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問
埼
玉
県
の
あ
る
自
治
体
で
は
、

保
護
者
に
よ
び
か
け
、
小
学
生
を

対
象
に
「
検
尿
キ
ッ
ト
」
を
配
布

し
、
尿
中
の
ニ
コ
チ
ン
代
謝
物
質

コ
チ
ニ
ン
濃
度
を
測
定
し
、
ど
の

程
度
受
動
喫
煙
の
被
害
に
あ
っ
て

い
る
か
調
べ
て
い
る
。
高
い
値
が

出
た
場
合
は
小
児
科
を
受
診
さ
せ

る
よ
う
保
護
者
に
知
ら
せ
て
い
る

と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

守
る
た
め
、
本
町
で
も
検
討
し
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

答
検
尿
キ
ッ
ト
で
の
コ
チ
ニ
ン
濃

度
検
査
は
、
家
庭
で
の
子
ど
も
た

ち
の
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、
保

護
者
の
方
々
へ
の
分
煙
や
、
禁
煙

の
動
機
づ
け
と
認
識
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
「
未
成
年
者
喫
煙
防

止
講
座
」
へ
の
働
き
か
け
や
、
家

庭
で
の
分
煙
等
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鎌 田 　 民 子

問
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

が
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
全
国
的
に
地
方
公
務
員
の
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
著
し
い
増
加

に
と
も
な
い
、
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
同
様
の

業
務
に
従
事
し
て
い
る
常
勤
職
員

と
比
較
し
て
不
適
切
な
勤
務
条
件

の
格
差
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
一
般
的
に
こ
の
制
度
を
創
設

し
て
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
り
、

採
用
、
服
務
規
律
等
に
関
す
る
制

度
の
明
確
化
を
進
め
る
。

問
現
在
の
正
規
職
員
と
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
（
非
正
規
）
の
人
数

を
職
種
別
に
問
う
。

答
常
勤
職
員
数
は
１
７
１
人
。

（
平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
）

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
（
非
正

議員
K a m a d a t a m i k o

新
た
な
制
度
の
導
入
で
非
正
規
職

員
の
待
遇
は
ど
う
な
る

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
に

対
応
す
る

町

受
動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め

検
尿
キ
ッ
ト
の
配
布
を

よ
り
一
層
啓
発
活
動

に
取
り
組
む

町

特別職非常勤職員 一般職非常勤職員
職種名 人数 職種名 人数

  医療関係 18 人　  事務補助職員 13 人
  支援員等 7人   保育士 22 人
  その他職員 199 人   給食調理員 6 人

  看護師 2 人
  清掃作業員 24 人
  図書館職員 1 人
  その他職員 41 人

別表
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８

問
町
が
タ
ク
シ
ー
会
社
に
補
助
金

を
交
付
し
最
小
限
の
運
行
確
保
と

い
う
一
応
の
体
裁
は
保
っ
て
き
た

が
、
町
民
、
特
に
交
通
弱
者
は
未

だ
不
便
を
か
こ
っ
て
い
て
全
く
不

十
分
で
あ
る
。
移
動
手
段
の
確
保

は
生
活
の
原
点
、
い
つ
ま
で
も
ほ

お
か
ぶ
り
せ
ず
先
頭
に
立
っ
て
更

な
る
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

答
会
社
の
収
支
は
厳
し
い
状
況
だ

が
、
乗
務
員
の
新
規
採
用
も
あ
っ

た
の
で
、
今
後
は
週
末
の
時
間
延

長
の
通
年
化
や
平
日
の
時
間
延
長

も
検
討
す
る
と
の
こ
と
。
継
続
し

て
協
議
を
行
う
。

問
町
民
は
今
実
際
不
便
を
被
っ
て

い
る
が
、
企
業
努
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
町
民
が
望
む
23
時
頃

ま
で
の
時
間
延
長
に
は
な
ら
な
い
。

更
な
る
手
立
て
が
要
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
ち
が
前
面
に
立
つ
先
進

地
の
事
例
も
参
考
に
不
便
の
解
消

に
努
め
る
べ
き
。
協
議
の
内
容
は
。

答
６
名
体
制
に
な
っ
た
の
で
５
月

頃
に
は
営
業
時
間
延
長
の
見
通
し
。

問
神
戸
物
産
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
が
本
格
稼
働
し
、
新
年
度
以
降

の
関
連
会
社
な
ど
に
よ
る
排
温
水

活
用
に
よ
る
栽
培
や
馬
肉
加
工
等

の
新
た
な
事
業
展
開
に
も
期
待
が

掛
る
一
方
、
将
来
に
向
け
て
燃
料

で
あ
る
未
利
用
間
伐
材
の
潤
沢
な

供
給
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
わ
ず
か
数
人
と
は
言
え
町
民

が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
万
が
一
に
も
発
電
事
業
が
立

ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
ら
元
も
子
も

な
い
。

答
河
畔
林
の
活
用
や
一
般
木
材
の

原
料
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検

討
し
、
町
と
し
て
も
そ
の
安
定
的

な
確
保
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。

問
未
処
理
の
ま
ま
の
風
倒
木
が
目

に
余
る
が
、
放
っ
て
お
く
こ
と
は

ま
か
り
な
ら
な
い
。

答
国
と
も
協
議
し
な
が
ら
取
り
進

め
る
。

問
役
所
が
机
上
で
計
算
す
る
な
ら

山
に
は
い
く
ら
で
も
木
材
は
あ
る

が
、
果
た
し
て
全
道
的
な
必
要
量

を
山
か
ら
出
せ
る
か
が
疑
問
で
あ

る
。

答
現
状
で
は
供
給
で
き
る
も
の
と

判
断
す
る
が
、
協
力
も
し
て
い
く
。

問
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の

17
世
紀
型
超
巨
大
地
震
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
る
切
迫
し
た
状
況
で
あ

る
。
間
断
無
き
啓
発
、
啓
蒙
に
努

め
る
と
共
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
災
害
弱
者
の
避
難
対
策
が

急
務
で
あ
る
。

答
「
自
助
」
と
共
に
「
共
助
」
に

よ
っ
て
避
難
す
る
協
力
体
制
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
。
防
災
意
識
の

向
上
に
も
繰
り
返
し
し
っ
か
り
意

を
用
い
て
い
く
。

問
高
齢
化
率
も
釧
根
管
内
で
断
ト

ツ
だ
が
、
一
朝
有
事
の
際
に
確
実

に
避
難
さ
せ
ら
れ
る
か
甚
だ
疑
問

で
あ
る
。

答
向
こ
う
３
軒
両
隣
が
「
共
助
」

の
基
本
。
繰
り
返
し
体
制
の
強
化

に
努
め
る
。

問
今
頃
こ
の
場
で
こ
ん
な
議
論
を

す
る
こ
と
自
体
本
末
転
倒
で
あ
る
。

き
ち
っ
と
し
た
体
制
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
町
内
会
が
核
で
あ
る
の
で
組
織

で
の
活
動
強
化
に
努
め
る
。

問
町
内
会
主
体
の
自
主
防
災
組
織

の
編
成
を
急
ぐ
と
き
で
あ
る
。

答
町
内
会
と
も
う
一
度
早
急
に
協

議
す
る
。

問
莫
大
な
事
業
費
を
投
入
し
防
災

行
政
無
線
を
整
備
し
た
が
、
計
画

段
階
の
当
初
か
ら
指
摘
し
て
い
た

よ
う
に
効
果
が
全
く
不
十
分
で
あ

る
。
戸
別
受
信
機
の
整
備
を
急
ぐ

べ
き
で
あ
る
が
、
目
途
、
事
業
費

は
。

答
近
年
、
機
器
の
低
廉
化
と
性
能

の
向
上
策
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る

の
で
、
速
や
か
に
整
備
す
る
よ
う

取
り
進
め
る
。

　

今
、
機
種
の
選
定
中
だ
が
、
有

利
な
財
源
を
確
保
し
、
平
成
31
年

度
中
に
補
正
予
算
対
応
し
、
実
施

設
計
に
入
り
た
い
。

問
年
４
回
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
作
動

試
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
町
民
へ

の
周
知
が
不
足
し
て
い
る
。
折
角

の
機
会
を
活
か
す
よ
う
に
。

答
今
後
、
啓
発
、
啓
蒙
に
努
め
る
。

タクシーが不便

タクシー会社と継続して
協議する

議
員

福
地　

裕
行

F
U
k
u
c
h
i

h
i
r
o
y
u
k
i

町

木
材
の
供
給
が
心
配

安
定
的
な
確
保
に
協

力
す
る

町

避
難
体
制
の
確
立
を

町
内
会
と
避
難
協
力

体
制
を
協
議
す
る

町

バイオマス発電所
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追
跡
②

災
害
備
蓄
品
は
万
全
か

過
去
の
質
問
・
質
疑
の
中
か

ら
、
あ
の
質
問
等
が
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
を
調
査
す
る

「
追
跡　

ア
ン
ト
キ
ノ
シ
ツ
ギ
」　　

　

今
回
は
、
平
成
23
年
第
３
回
定

例
会
に
お
け
る
小
野
議
員
の
一
般

質
問
の
ほ
か
、
２
件
の
質
問
を
追

跡
し
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
第
３
回
定
例
会　

　

小
野
議
員
の
一
般
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
全
道
規
模
以
上
の
大
会
に
出
場

す
る
際
に
適
用
と
な
る
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
条
例
並
び
に
文
化
振

興
助
成
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
、

現
在
は
交
通
費
の
助
成
が
Ｊ
Ｒ
と

貸
し
切
り
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
交

通
事
情
及
び
交
通
手
段
の
実
態
か

ら
、
自
家
用
車
利
用
等
に
対
し
て

も
助
成
が
必
要
と
思
う
が
考
え
を

伺
う
。

答
Ｊ
Ｒ
等
に
限
定
し
て
助
成
対
象

と
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
達
の
安
全
と
万
が
一
の
保

障
を
最
優
先
に
考
え
て
の
事
。

　

し
か
し
、
応
援
す
る
た
め
に
同

行
す
る
方
々
か
ら
は
、
子
ど
も
達

を
自
家
用
車
に
同
乗
さ
せ
ら
れ
な

い
の
で
不
便
と
い
う
声
も
あ
る
。

　

交
通
事
情
等
を
考
え
る
と
、
最

良
の
参
加
手
段
を
今
一
度
議
論
す

べ
き
時
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
管
内
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま

え
、
町
内
の
関
係
団
体
等
の
意
見

を
伺
っ
て
い
く
。

○
追
跡
の
結
果

　

他
の
市
町
村
の
助

成
状
況
や
関
係
団
体

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
24
年
度
か
ら
は
自
家

用
車
も
助
成
対
象
に
加
え
ま

し
た
。
会
場
ま
で
の
最
短
距
離
に

キ
ロ
当
た
り
37
円
を
掛
け
た
額
の

の
二
分
の
一
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会　

　

岡
嶋
議
員
の
一
般
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
西
庶
路
ふ
れ
あ
い
公
園
の
公
衆

ト
イ
レ
は
、
手
す
り
や
棚
が
な
く

非
常
に
使
い
に
く
い
。
水
洗
化
と

併
せ
て
改
善
す
べ
き
と
の
声
も
あ

る
。
考
え
を
伺
う
。

答
町
内
の
公
園
内
ト
イ
レ
整
備
は
、

昨
年
度
よ
り
計
画
的
に
順
次
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
公
園
の
３
カ
所
の
ト

イ
レ
は
平
成
27
年
度
に
整
備
を
計

画
し
て
い
る
。
水
洗
化
は
ふ
れ
あ

い
児
童
館
側
の
ト
イ
レ
を
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
併
せ
て
改
修
を
行
う
計

画
で
、
補
助
事
業
の
要
望
な
ど
の

追
跡
①

ス
ポ
ー
ツ
助
成
条
例
等

は
適
用
拡
大
が
必
要

計
画
ど
お
り
、
平
成
27

年
度
に
水
洗
化

事
務
を
取
り
進
め
て
い
る
。

○
追
跡
の
結
果

　

平
成
27
年
に
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
、
水
洗
化
と

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
を
実　

　
　

施
し
ま
し
た
。

　
　
　

ふ
れ
あ
い
公
園
内
の
そ
の

　
　
　
　

ほ
か
２
カ
所
の
ト
イ
レ

　
　
　
　

   

に
つ
い
て
は
、
水
洗

　
　
　
　
　

化
に
す
る
こ
と
で
冬

　
　
　
　
　

期
間
の
使
用
が
困
難

　
　
　
　
　

と
な
る
こ
と
か
ら
、　　
　
　
　

　
　
　
　

   

高
齢
者
の
利
用
が
増　
　
　

　
　
　
　

加
し
て
い
る
と
い
う
状

　
　
　

  

況
も
踏
ま
え
て
、
平
成

　
　
　

29
年
７
月
に
ト
イ
レ
内
に

　

  

手
す
り
等
の
補
助
器
具
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会

　

小
池
議
員
の
一
般
質
問

当
時
の
質
疑
・
答
弁

問
温
水
プ
ー
ル
に
併
設
し
て
い
る

温
浴
施
設
は
町
民
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
が
、
費
用
の
面
か

ら
頻
繁
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
高
齢
者
福
祉
の
一
環

と
し
て
、
一
定
の
年
齢
以
上
の
高

齢
者
に
無
料
の
利
用
券
を
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

答
町
民
の
健
康
づ
く
り
と
高
齢
者

福
祉
の
観
点
か
ら
、
利
用
実
態
や

他
市
町
村
の
事
例
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
指
定
管
理
者
と
も
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
追
跡
の
結
果

　

平
成
30
年
７
月
よ
り
満
70
歳
以

上
の
町
民
の
方
を
対
象
に
、
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
10
時
～
16
時

ま
で
の
入
浴
利
用
を
無
料
と
し
て

い
ま
す
。

追
跡
③

温
浴
施
設
の
無
料
券
を

配
布
し
て
は

平
成
30
年
７
月
か
ら
無

料
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

あの案件はどうなった？

アントキノ
　　シツギ

追跡

翌
年
度
か
ら

は
自
家
用
車

も
助
成
対
象

追
跡
②

ふ
れ
あ
い
公
園
の
ト
イ

レ
を
改
善
せ
よ

手
す
り
を
設
置
し
た
ト
イ
レ

▼
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拝啓　委員会もやっています。

　役場の担当からふるさと納税について説明を受
けました。
○平成 27 年 10 月にふるさと納税を開始して以 来、
27 年度は１億 5700 万円、28 年度は 8 億 1100 万円、
29 年度は 18 億 5400 万円、本年度は最終的な補
正予算額として 32 億を設定する見込みで、右肩上
がりで寄附額が増加している。

○２月２～４日の三日間で東京都内のレストランに
おいて、 ふるさと納税 感謝際を実 施した。約１万
8000 件の申し込みの中から 246 組 492 名を招待
し、白糠の食を堪能してもらった。
　多くの方から白糠に行ってみたいという声をいた
だくなど、盛会に終わった。
　　　　　　（小野、折出、岡嶋、山吉、石田、富田）

ふるさと納税 30 億円突破の見込み！　

総務文教常任委員会　２月５日・19日　　２回開催

　

ヤナギの調査研究事業に対して委員会報告を実施！

※（　）は委員会に所属している議員名です。なお、上記の他に議会運営委員会を３回、広報調査特別委員会を２回開
催しているほか、新年度にかかる予算審査特別委員会（２ページ参照）を 3 日間にわたって行っています。

産業厚生常任委員会　２月７日・28日　　２回開催

　２月７日に開催した委員会において、平成 20 年
度から町が実施してきたヤナギの調査研究事業に
対して、産業厚生常任委員会として一定の結論を出
すべきという意見が出されました。

　２月 28 日の委員会で報告内容について協議を行
い、中村委員長が３月５日の第１回定例会において
次のとおり報告を行いました（所見のみ掲載）。
　　　　　　（中村、立石、中河、鎌田、福地、小池）

　本事業は、白糠町創生総合戦略において「早生木・
ヤナギを活用した新産業の創出」として、平成３１
年度までを目途に数値目標が設定されているが、き
わめて達成率が低く、早生木とはいえ長期化する事
業であることは認識するが、これまで国の補助を活
用しながらも、多くの調査研究費と労力を費やして
きた事業である。
　新産業・雇用の創出の可能性については、町内の
民間企業によるヤナギおが粉の製造と菌床メーカー
へヤナギおが粉を供給する方向性へと絞られ、ヤナ
ギ栽培についても町内河川流域に自生するヤナギの

活用の可能性が調査結果で示されており、将来を見
据えた事業計画の検証、見直しが必要な時期と思わ
れる。今後、ヤナギおが粉の製造と販売が民間企
業に委ねられることにより、本委員会の調査に区切
りをつけるところである。
　ヤナギの持つ多様な可能性は十分認識するもので
あり、シイタケ菌床栽培に使用される広葉樹おが粉
についても将来入手難が懸念されるなか、代替材料
としてヤナギおが粉の需要は見込まれるため、これ
までの貴重な調査研究結果をもとに、新産業・雇用
の創出には迅速に取り組むよう意を用いられたい。

　　　　　　

委員会報告
中村委員長

植
林
し
た
ヤ
ナ
ギ
畑

▼
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古   

場       

菜   

月

少
年
団
の
泣
き
虫
少
女
が

コ
ー
チ
に
な
っ
た

古
こ ば

場 菜
な つ き

月さん
27 歳
趣味：いやー、なんですかね、
つまんない女なんです（笑）。
お買い物やライブにはよく
出かけるかなあ。お母さん
とも一緒に（笑）。

◎ 

陸
上
少
年
団
コ
ー
チ

走
る
、
白
糠
、
今
、
昔

白
糠
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か

わ
る
人
を
紹
介
す
る
「
傍

聴
席
か
ら
」。

　

初
め
て
の
女
性
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
な
る
今
回
は
、
白
糠
町

陸
上
少
年
団
で
コ
ー
チ
を
務
め
て

い
る
古
場
菜
月
さ
ん
に
ご
登
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

―
陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
か
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
古
場
さ
ん
】
あ
い
ま
い
な
ん
で

す
け
ど
、
運
動
が
そ
ん
な
に
得
意

で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
走

る
事
だ
け
は
、
な
ん
だ
ろ
う
、
自

分
の
中
で
出
来
る
方
だ
っ
た
ん

で
、
マ
ラ
ソ
ン
も
結
構
良
い
順
位

で
走
っ
て
い
た
の
で
、
た
ぶ
ん
母

が
「
陸
上
や
っ
て
み
れ
ば
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
」
っ
て
い
う
、
そ
う
い

う
感
じ
で
少
年
団
に
入
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　
―
少
年
団
の
コ
ー
チ
に
な
っ
た
経

緯
は
？

【
古
場
さ
ん
】
少
年
団
か
ら
中
学
、

高
校
と
陸
上
を
続
け
て
い
て
、
高

校
の
部
活
動
を
引
退
し
た
後
も
走

り
た
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ

で
高
校
３
年
の
冬
く
ら
い
に
少
年

団
の
斉
藤
監
督
に
話
を
し
て
、
練

習
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
が

最
初
で
す
。

　

そ
の
後
、
短
大
に
入
っ
て
か
ら

も
、
働
い
て
か
ら
も
子
ど
も
達
と

楽
し
く
走
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

―
当
初
は
コ
ー
チ
に
な
る
気
は
な

か
っ
た
？

【
古
場
さ
ん
】
将
来
は
保
育
士
に

な
り
た
か
っ
た
の
で
、
子
ど
も
達

と
関
わ
れ
た
ら
い
い
な
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら

子
ど
も
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
一

緒
に
走
れ
た
ら
楽
し
い
な
あ
と

思
っ
て
ま
し
た
し
、
何
か
手
助
け

で
き
た
ら
良
い
な
あ
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

な
ん
と
な
く
コ
ー
チ
と
し
て
現

在
に
至
る
ん
で
す
け
ど
、
も
う
10

年
く
ら
い
昔
の
話
に
な
る
の
で
、

は
っ
き
り
と
し
た
経
過
は
お
ぼ
え

て
い
な
い
ん
で
す
（
笑
）。
す
み

ま
せ
ん
。

―
コ
ー
チ
と
し
て
大
変
な
事
は
？

【
古
場
さ
ん
】
小
さ
な
子
ど
も
に

話
し
を
聞
か
せ
る
と
か
、
集
団
を

ま
と
め
る
の
が
凄
く
大
変
だ
し
、

教
え
る
こ
と
も
言
葉
と
か
を
か
み

砕
い
た
り
、
見
本
を
見
せ
た
り
と

か
、
本
当
に
難
し
い
で
す
。

―
今
は
何
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
を

教
え
て
い
ま
す
か
？

【
古
場
さ
ん
】
少
年
団
に
は
今
は

年
長
組
の
６
歳
か
ら
在
籍
し
て
い

て
、
私
は
年
長
の
子
と
小
学
校
１

年
生
を
中
心
に
教
え
て
い
ま
す
。

練
習
の
後
半
は
全
体
で
一
緒
に
リ

レ
ー
と
か
を
や
る
の
で
、
最
後
は

全
員
の
子
と
関
わ
り
ま
す
け
ど
。

―
そ
こ
ま
で
小
さ
い
子
を
教
え
る

の
は
大
変
で
す
ね
。

【
古
場
さ
ん
】
少
年
団
全
体
で
は

30
名
近
く
い
ま
す
け
ど
、
自
分
が

受
け
持
っ
て
い
る
６
歳
と
１
年
生

の
子
を
合
わ
せ
て
も
５
、６
人
し

か
い
な
い
の
で
、
目
が
届
く
人
数

だ
し
、
普
段
子
ど
も
と
関
わ
る
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

事
も
あ
っ
て
な
ん
と
か
や
れ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。　

―
コ
ー
チ
に
な
っ
て
良
か
っ
た
事

や
楽
し
か
っ
た
事
は
？

【
古
場
さ
ん
】
や
っ
ぱ
り
大
会
と

か
に
行
っ
て
一
生
懸
命
走
っ
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
な
ん
か
親
で
も

な
い
の
に「
頑
張
っ
て
る
」と
思
っ

た
ら
、
泣
け
る
く
ら
い
嬉
し
い
で

す
（
笑
）。

　

そ
う
い
う
姿
が
見
れ
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
う
し
、
子
ど
も
が

好
き
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、

練
習
の
時
と
か
も
く
だ
ら
な
い
話

を
す
る
の
も
楽
し
い
し
、
練
習
を

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
そ
う
だ

し
、
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
そ
う
だ
し
、
そ
こ
に
関
わ
れ

て
凄
く
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
自
身
が
少
年
団
だ
っ
た
頃
は
ど

う
で
し
た
か
？

【
古
場
さ
ん
】
い
や
ー
（
笑
）。
い

や
ー
っ
て
言
っ
た
ら
あ
れ
で
す
け

ど
、
い
つ
も
泣
い
て
走
っ
て
い
た

よ
ね
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。

　

昔
か
ら
負
け
ず
嫌
い
で
、
４
年

生
で
入
団
し
た
ん
で
す
け
ど
、
当

時
最
年
少
に
近
い
自
分
は
負
け
て

当
た
り
前
な
の
に
、
勝
手
に
な

ん
か
悔
し
く
て
泣
い
て
い
た
し
、　

人
数
が
足
り
な
い
か
ら
白
糠
の
駅

伝
大
会
に
出
る
こ
と
に
な
っ
て
、

そ
れ
で
駅
伝
用
の
練
習
に
つ
い
て

い
け
な
く
て
、
ま
た
泣
い
て
い

た
っ
て
い
う
（
笑
）。
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傍聴席から

◆
◆ 

取
材
後
記  

◆
◆

―
よ
く
辞
め
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

【
古
場
さ
ん
】
練
習
も
つ
ら
い
し
、

高
校
ま
で
は
何
で
走
っ
て
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
っ
て
い
う
思
い
は
あ

り
ま
し
た
け
ど
、
振
り
返
っ
て
み

て
こ
こ
ま
で
続
け
て
い
る
っ
て
こ

と
は
、
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
好
き
？
っ
て
聞
か

れ
た
ら
好
き
と
は
言
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
ど
（
笑
）。

―
少
し
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
少

年
団
の
子
ど
も
達
は
挨
拶
が
し
っ

か
り
し
て
い
ま
す
ね
。

【
古
場
さ
ん
】
そ
こ
は
私
が
少
年

団
の
頃
か
ら
斉
藤
監
督
に
口
酸
っ

ぱ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
良

か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
で
、
挨
拶

が
苦
手
な
人
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
そ
こ
は
す
ご
く
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
靴
の
踵
は

踏
む
な
っ
て
い
う
の
も
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
は
昔
も
今
も
変
わ
っ

て
い
な
い
で
す
ね
。

―
こ
れ
か
ら
の
少
年
団
に
望
む
こ

と
は
？

【
古
場
さ
ん
】
い
つ
ま
で
も
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

今
の
監
督
が
い
な
く
な
る
と
厳
し

い
と
は
感
じ
て
い
ま
す
。

―
他
の
競
技
も
指
導
者
の
問
題
は

内
包
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
？

【
古
場
さ
ん
】
指
導
も
そ
う
で
す

け
ど
、
大
会
の
運
営
と
か
、
本
当

に
大
変
な
こ
と
な
の
で
、
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
難

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
町
に
つ
い
て
の
話
に
な
り
ま
す

が
、
白
糠
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

【
古
場
さ
ん
】
こ
れ
と
い
っ
た
も

の
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

で
も
居
心
地
が
い
い
で
す
よ
、

や
っ
ぱ
り
。
ど
こ
か
旅
行
と
か
遠

征
か
ら
戻
っ
て
も
「
あ
ぁ
帰
っ
て

き
た
」
っ
て
感
じ
で
す
か
ね
。
故

郷
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。

―
白
糠
の
残
念
な
と
こ
ろ
は
？

【
古
場
さ
ん
】
ご
飯
屋
さ
ん
が
少

な
い
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。
友
達
と

会
う
と
な
っ
て
も
選
択
肢
が
少
な

い
で
す
よ
ね
。
今
は
大
人
に
な
っ

た
の
で
居
酒
屋
さ
ん
と
か
行
け
ま

す
け
ど
、
中
学
と
か
高
校
の
時
は

白
糠
で
は
あ
ま
り
出
歩
い
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
行
政
に
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

【
古
場
さ
ん
】
子
ど
も
と
関
わ
る

仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
遊
べ
る
と

こ
ろ
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。　

「
外
で
遊
ん
で
き
な
よ
」
っ
て
お

母
さ
ん
と
か
に
言
わ
れ
て
も
、
遊

び
に
行
く
公
園
が
少
な
い
と
い
う

か
、
遊
べ
る
遊
具
が
少
な
い
と
い

う
か
。
子
ど
も
の
体
力
が
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
け
ど
、
遊
べ
る

場
所
が
な
い
か
ら
余
計
に
そ
う
な

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

役
場
前
の
公
園
遊
具
も
新
し
く

す
る
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
釧
路

昭
和
の
イ
オ
ン
の
横
に
あ
る
公
園

く
ら
い
の
、
あ
れ
く
ら
い
の
遊
具

が
あ
れ
ば
最
高
で
す
よ
ね
、
子
ど

も
達
も
沢
山
遊
ぶ
と
思
い
ま
す
。

　

逍
遥
公
園
も
広
く
て
、
鬼
ご
っ

こ
と
か
を
す
る
ん
だ
っ
た
ら
い
い

ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
う
い
う
こ

と
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
る
の

で
、
遊
具
を
使
っ
て
安
全
に
、
楽

し
く
、
体
の
動
か
せ
る
場
所
が

も
っ
と
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
２
月
19
日
町
内
勤
務
先
に
て
）

　

本
町
で
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
指

導
・
運
営
が
古
場
さ
ん
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様
性
と
利
己

的
性
質
が
混
在
し
た
現
代
社
会
の

中
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
を

削
り
、
子
ど
も
達
に
向
き
合
う
事

が
ど
れ
ほ
ど
困
難
で
尊
い
こ
と
か
。

「
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
」

指
導
す
る
姿
を
見
て
改
め
て
感
服

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
場
さ
ん
の
自
他
共
に

認
め
る
極
度
の
童
顔
か
ら
流
れ
落

ち
る
汗
と
涙
は
、
自
身
が
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
運
動
技
能
の
向
上

と
併
せ
て
、
子
ど
も
達
の
心
に
白

糠
へ
の
郷
土
愛
も
芽
吹
か
せ
て
く

れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も
故
郷
を
愛
す
る
、

〝
次
代
の
古
葉
菜
月
〟
の
育
成
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子ども達の
頑張りが
泣けるほど
嬉しい。

運
動
が
苦
手
な
子
で
も
楽

し
め
る
公
園
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あとがき
　

　広報改革のお手伝いをした４年間。専門誌等
に掲載され、道外の議会からも照会を受ける広
報紙となりましたが、現広報委員と富田議長、
更には故丸子前議長だから取り組むことができ
た読者目線での改革だったと感じています。　　
　また、ここに至るまでには多くの障害があり
ましたが、乗り越える力をくれたのはいつも町
民皆様からの声であり、次のようなお手紙でした。

「このたよりが届くのがだんだん楽しみになっ
てきています。見た事のある青年を身近に感じ
て、私も頑張らなければという気持ちにさせて
くれます。たよりを大事にしています。ずーっ
と続けてほしいです ( 抜粋 )」（60 代女性）　
　広報に携われた御縁と町民皆様からのご声援
に心より感謝するとともに、一読者として議会
広報の更なる進化に期待しています。（事務局）

　今号の表紙は、インタビューにもご登場い
ただいた古場菜月さんです。陸上少年団の練
習の合間（毎週水・金曜）に、指導している
子どもたちと一緒に Nice smile をいただきま
した。少しだけ背が高いのが古葉さんです▼
裏表紙にご登場いただいた「アズハウス」さ
ん。お弁当やオードブルの注文等にも対応し
ていますが、実はご当地グルメの〝たこつぶ
ステーキ丼〟も提供しています。遠方からの
来客等に白糠の味はいかがでしょうか。

今号の表紙

　今号でご紹介するのは、喫茶店ながら常連
客のわがままな食事の注文に全力で応える「ア
ズハウス」さんです。
　お店は南通り商店街の再開発に合わせて、
店主の稲川まちこさんが平成元年に開店。当
初はコーヒーや甘味物、軽食を提供する正統
派喫茶店だったものの、平成 16 年頃、ある
常連客の出前要求から営業形態が一変。連日
出前の注文が入るようになり、加えて注文内
容も「パスタに唐揚げとサラダをそえて」「イ
ンスタントラーメンとおにぎり」「体調が悪い
から〝おかゆ〟作って」等、次第にエスカレート。　
　しかし、そんな注文で逆に燃えあがるまち
こさん。奇々怪々な注文をことごとく返り討
ちにし、最近では普通のカレーやスパゲティ
のオーダーではもの足りなさを感じるとか。
　メニュー外の要望は来店による注文でも極
力応えてくれますが、未体験の方には、まず
は深いコクとほのかな甘みが人気のカレース
パゲティ ( 税込 500 円 !!) をおススメします。　　

●住所： 白糠町東一条南一丁目
●電話：（２）３８３３
●営業時間：10 ～ 19 時（日曜定休）

白糠いい店
　　　こんな店 ア ズ ハ ウ ス

A s       h o u s e

【おしらせ】アズハウスさんからのご提供 ～ 来店により３
名以上で料理をご注文の際「議会だより見たよ」で、コー
ヒーを各一杯サービス。（本年５月末迄。お一人様一回限り）

店
主
の
稲
川
ま
ち
こ
さ
ん

▲  

人
気
の
カ
レ
ー
ス
パ
ゲ
テ
ィ

▼


